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               論   文   の   要   旨 
 
 嫌気性の寄生原虫 Entamoeba histolytica (赤痢アメー バ) は宿主であるヒトの腸管に寄生し、アメー バ赤痢の原
因となる病原体であり、毎年全世界で10 万人がアメー バ赤痢で死亡している。このため E. histolytica の医学的・




した研究を行い、30kDaの新規β-バレル型膜タンパク質MBOMP30 (Mitosomal/(Mitochondrial) β-barrel Outer 
Membrane Protein of 30kDa) を発見した。その構造、局在、機能に関する生化学的・分子細胞生物学的解析を行
い、MBOMP30がEntamoeba属への進化の過程で獲得された独自の膜タンパク質であることを明らかにした。 
 β-barrel Outer Membrane Protein (BOMP) の構造モチー フに注目した、E. histolyticaゲノムデー タベー スに対





































               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
